
                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 6月 発行 仙台市危機管理局減災推進課 

Sendaishi chiiki Bousai Leader 

 

 
 

 「福島県沖を震源とする地震」の被害から考える 本当に必要な地震対策 
    令和4年3月16日23時36分、福島県沖を震源とする

マグニチュード7.4（暫定値）、最大震度6強の地震があ
りました。宮城県や福島県を中心に全国で死者4名（災
害関連死１名を含む）、245名の負傷者が発生（※）し
ました。震度５強を観測した仙台市では47名の方が救
急搬送されましたが、この他にも、さらに多くの方が
負傷していると考えられます。 
（※）「福島県沖を震源とする地震による被害及び消防機関等の 

対応状況（第21報）」（令和4年4月19日）より 

 この47名はどのような状況で負傷したのでしょ
う。平日深夜の地震とのこともあり、ほとんどの方が
自宅で被害に遭われています。 

家の中にいて何故、負傷してしまったのか。原因を
探りその対策をとることが、今後の地震による負傷
を防ぐ近道になるはずです。 
 今回は福島県沖の地震での負傷原因と、そこから
見える本当に必要な地震対策をご紹介します。 

発災時、どのような負傷原因があるのか? 

負傷原因①「家具の転倒・落下物」 
 棚が倒れる、壁掛け時計が落ちてくるなど、就寝
中の方も多く原因のトップです。身動きがとれず、
30 時間後に救出された方もいます。タンスを押さ
えて上から物が降ってきた、食器棚を押さえてガラ
スで手を切る、テレビと一緒にひっくり返るなど、
家具を押さえる行動での負傷が多いのも特徴です。 

負傷原因②「転倒」 
 次いで多いのが転んで負傷した方。階段からの転
落も含め、地震時に転倒による負傷者が急増するの
は、揺れている間に移動することが大きな要因です。 

負傷原因③「外に飛び出す」 
 地震が起きると、急いで外に出ようとする人が多
いようです。外に出てその場所に落ちてきた外壁、
倒れてきた石灯籠などで負傷しています。 

負傷原因④「揺れが収まった、そのあとも!」 
 停電した地域もありました。暗く散らかった部屋
の中で頭をぶつけたり、ガラスを踏んだり、また片
付け中の負傷者も見られます。 

けがを防ぐ。そのために必要な備え 

対策①「揺れている間は身を守るのみ」 
 「揺れた瞬間とるべき行動は?」クイズの正答率
は 99％以上かもしれないのですが現実には・・・。
地震時の行動は「まず低く・頭を守り・動かない」。
同封のシェイクアウト訓練に参加して、再度確認し
ましょう。 
対策②「家具等の固定・模様がえ」 
 すぐに身を守るには難しいのが就寝中です。寝床
に倒れる・落ちる物がないように、まずは配置を工
夫。移動できない場合には固定を。就寝場所に次い
で避難経路（ドア前や廊下など）、キッチン、居室と
対策を。押さえたくなる家具や家電は固定して、安
心して（⁉）身を守ることに集中しましょう。 
対策③「枕元への備え」 
 地震後は停電、また避難が必要になる可能性もあ
ります。就寝時、枕元に懐中電灯と運動靴、ラジオ
や携帯電話、眼鏡、笛、軍手など、地震後の行動へ
の備えも重要です。 
 

揺れが収まるまで身を守ること、けがを防ぐために
備えることが、今回の被害から改めて言える、最も重
要な地震対策です。今後の SBL 活動に活かしてくだ
さい。（仙台市防災・減災アドバイザー 折腹 久直） 



 

 

掲載してほしい情報や活動などがありましたら、是非ご連絡ください！ 活動報告やご意見・ご相談もお待ちしております!! 

 

 

 

！ 3月16日の地震での活動 SBLの活動報告より 

☬☬☬☬☬ 災害時における専門ボランティア ☬☬☬☬☬ コラム 


